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「盆踊り唄」の組曲的構成（II）
黒 坂 　 富 治
Suite Forms of the Bon Festival Dance's Epics(II) 
by 
Tomiji Kurosaka
　　　⑤　しんじょう（心中）
　盆踊り唄の組みの中に，「くどき」と名ずけられた音頭が挿し加えられる例が多い。「愛本橋
大蛇くどき」「歓喜嘆二十八日くどき」も見えるが，　「お吉清左」「鈴木主水」のように，恋愛
心中物が多い。この「しんじょう」も，7777で整えられた詞章が8小節でうたわれ，ハヤシ
の1小節を加え，9小節でまとまったメロデーが繰りかえしうたわれる。ここでうたわれている
歌詞の内容は「鈴木主水」であるが，鍋らく「心中物」の呼称が転詑して「しんじょう」と呼ば
れるようになったのであろう。テンポほゆっくり，ハヤシも短簡で，細やかな情愛の表現を妨げ
ていない。曲想とその古典的表現は，すでにあげた①②③④と同様である。
　　　　よつや　　　　　　　　こん　 のれん　 きfところ四谷の新宿町に　紺の暖簾iに桔
きよう
　梗の紋　（ア　ドーシタイ　ドーシタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　あま　イト）　音に聞こえし橋本屋とて　数
　ナこじよろう
　多女郎衆のあるその中で　　（ア　ドー
　　　　　　　　　　　　しよく　　　　　しら　シタイ　ドーシタイ）　お職女郎の白
　　　　　　ピし　　　　　　　　いま　糸こそは　年は十九で今咲く花よ　（
　ア　ドーシタイ　ドーシタイ）　年は
　　　　　　　　　　あいきよう　　　　　　みなひミ　十九で当世そだち　愛嬌よければ皆人
　さまが　　（ア　　ドーシタイ　　ドーシタ
　イ）　わけてお客さんはどなたと聞け
　　　　　　　　　　　へん　ばエ　春は花咲く青山辺　　（ア　ドー
　　　　　　　　　　　　　　もんざ　シタイ　ドーシタイ）　鈴木主水と言
　きむらい　　　　　　　　　　　　　　　ふたり　う侍よエ　女房持ちにて二人の子供
　（ア　　ドーシタイ　　ドーシタイ）
　　　　　　　　　　　なか二人子どものあるその中に　キようも
　あ　す　明日もと女郎買いばかり　（ア　ドー
　シタイ　ドーシタイ）　見るに見かね
　　　　　やす　　　　　　　　　　　　　つまて女房のお安　或る日わが夫主水や様
よ　　（ア　　ドーシタイ　　ドーシタイ）
　　　　　　　　や　わたしゃ女房で妬くのでないが　十
　　はだち九や二十の身であるまいし　（ア　ド
ーシタイ　ドーシタイ）　十九二十の
身であるまいし　人に意見を言う年頃
に　　（ア　　ドーシタイ　　ドーシタイ）
　やめておくれよ女郎買いばかり　や
めておくれよ女郎買いばかり　（ア
　　　　　　　　　　　　　かねドーシタイ　ドーシタイ）　金のなる
木は持ちゃさすまいそエ　どうせ切れ
るの六段目には　（ア　ドーシタイ
ドーシタイ）　連れて逃げるか心中す
　　　　　　　　　しあんるかエ　ニつ一つの思案と見える　（
アドーシタイドーシタイ）
以上の演唱は水原庄太郎氏である。
⑥　あ　め　や
この唄は既にあげた①～⑤の音頭とは趣きを異にしている。音頭取り12名が，それぞれ歌詞2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟青陵女子短期大学　研究報告　第10号　（1980）
治富坂黒56
水原庄太郎　演唱
黒坂　富治　採譜
「しんじょう（心中）」
こんの一ま一ちに一しんじゅく一よつやのろとこ
、
’、
の　れ　ん　の一　　ききょ　う　の　　も　ん（ハ　　ドシタイ　ド汐イ）　　　お　と　に一
じょろうしゅの一あまた一やとて一はしもとこえしき、
、
あ　る　そ
@　牽
一の　なかゼ　ドシタイドシタイ）　おし。く　じ。ろ，＿　の　　　　（ア
、
、
ノ
　し　ら　い　と一　　こ　一　そ　は一　　　　と　し　は一　　じゅうく　一で　　い　ま一さ　く一
A す、
〔 「　　ノ 、
戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
o
は　な　よ　（ハ　　ドシタイ　ドシタイ）　　　と　し　は一　　じゅう　く　で　　と　　せ　　い　　　　　　　　　　　　　　　　）
／
し
　そ　だ　ち一　　　　あ　いきょう　よ　け　れ一　ば　　みなひ　と一　　さ　ま　が　ドシタイドシタイ）．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ハ
@　　　　　　　　　　　　　o　、9 、
、
　わ　け　て一　　おきゃく　さん　は　　ど　な　た　と　　　き　一　け　ば一　　　　は　　る　は
〔
！ 、 ・1
9，
は　な　さ一　く　　あ　お一やま一　　へ　ん　の（ア　　ドシタイ　ドシタイ）　　すす　き一
@　　　　、　　　一か　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂
、 き　　｝ 、 i
　　　　　　　　　　層焉@ん　ど　　と　 　ゆ　う さ む　　　ら　一　い　を一　　　　にょ　うぼう　　も　ち　に　一　て
）、
（ へ！
」　　　　　　1
A
イ）汐ドシタイ　ドども（ハこふたり一の
「盆踊り唄」の組曲的構成（］1） 57
篇づっうたった。24篇の歌詞の中には同じものがあるし，ほかの新しい民謡でうたわれているも
のも見える。曲節は無難にまとまっているが，古曲の盆踊り唄にくらべ平凡で魅力に乏しい。唄
の歌詞は7775に整えられた，いわゆる国民詩型，民謡・f里謡の詩型で，24編の歌詞はそれぞ
れ独立している。即ち叙事詩のように，筋内容が前後に続いてうたわれるのではない。盆踊り唄
としては新しい曲態であり，盆踊り唄が時代とともに変化したり，また他の民謡が組み込まれて
くる好い例である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あめ　明治末期から大正の初期にかけて，里から町へ「飴」を売り歩く行商人の姿が見えた。頭の上
　　　　　　　　　　
にたらいのような平たい桶を乗せ，その中には紙の小旗をつけた小串，それに刺さった色とりど
りの丸い飴玉が並べてあった。　「飴売り」は豆太鼓を打ち，面白おかしく身振って，うたい乍ら
歩いていた。年輩の音頭取りたちの話を綜合すると，恐らくその「飴売り一飴屋（あめや）」の
うたった俗謡のメロデーが，盆踊り唄になったのだろうと思われる。
　き　　　　　こ　　　　　　　　　　　　こがわ
f来たる来なんだるエ　小川の水よイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（サイ　ナーンダサイ）　だれがかま
　手にエ　ササ　溜めるやんらイ　（ア
　ヨーイヤナー　ヨーイヤナー）
fめでためでたの　若松さまよ　（サイ
　　ナンジャサーイ）　枝もさかえる
　　ササ葉も茂るエ　（ハ　ヨーイヤ
　　ナー　ヨーイヤナーイ）
　　　　め　そ　　　　　　　　　　　　　　いつかfあなた見染めたエ　五月の五日　（サ
　　　　　　　　　　　　　　しようぶ　イ　ナーンダサイ）　あやめ菖蒲のエ
　　ササ　やの中じゃねエ　（ア　ヨー
　イヤナー　ヨーイヤナー）
　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　ご
ξ／来いと言うたとて　行かりょか佐渡へ
　　（サイ　ナンジャサーイ）　佐渡は
　四十九里エ　ササ　波の上　（ハ　ヨ
　ーイヤナー　ヨーイヤナーイ）
　　　　ざいしよfおらが在所へ来て見やしゃんせ　（サ
　イ　ナーンダサイト）　米のなる木が
　　サイショ　おじぎする　（ア　ヨー
　イヤナー　ヨーイヤナーイ）
　そ（揃ろたそろたよ　踊りまがそろた　　（
　サイ　ナンダサイ）　秋の出穂より
　サイショ　なおそろた　（ハ　ヨーイ
　ヤナー　ヨーイヤナー）
　ほf惚れちゃいけない　他国の人に　（サ
　　　　　　　　　　　　すえ　からす　イ　ナーンダサイト）　末は烏の　サ
　　　　　な　イショ　鳴きわかれ　（ア　ヨーイヤ
　ナー　ヨーイヤナーイ）
fどうせこうなりゃ　火事場のまとい
　（サイ　ナンジャサイ）　さされなが
　　　　　　　　　あつ　らも　サイショ　熱くなる　（ハ　ヨ
　ーイヤナー　ヨーイヤナー）
　　　ちようちよf花は蝶々か　蝶々が花かイ　（サイ
　ナンジャサイ）　えてはちらちら　サ
　　　まよ　サ　迷わせる　（ア　ヨーイヤナー
　ヨーイヤナーイ）
　　　　　　　　　ピもしび（富山あたりか　あの灯はイ　（サイ
　ナーンジャサイ）　飛んで行きたや
　　　　　　ひ　サイショ　灯取り虫　（ハ　ヨーイヤ
　ナー　ヨーイヤナーイ）
（あなた百まで　わしゃ九十九まで　（
　　　　　　　　　　　　　　　　　しら　サイ　ナーンジャサーイ）　ともに白
　げ　　　　　　　　　　は
　毛の　ササ　生えるまで　（ハ　ヨー
　イヤナー　ヨーイヤナーイ）
　き　　　　こ　　　　　　　　　おがわξノ来たる来なんだる　小川の水は　（サ
　　　　　　　　　　　　　　かまて　イ　ナーンジャサイ）　誰が上手で
　サイショ　とめるやら　（ハ　ヨーイ
　ヤナー　ヨーイヤナーイ）
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　やつおξ1八尾よいとこ　おわらの本場　（サイ
　　ナーンジャサイ）　娘やりたや　サ
　　　　むこ　ッサ婿ほしい　（ハ　ヨーイヤナー
　ヨーイヤナーイ）
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　き　　　　　こ　　　　　　　　　　えがわξノ来たる来なんだる　江川の水よ　（サ
　イ　ナンジャサイ）　誰がかま手で
　ササ　とめるやら　（ハ　ヨーイヤナ
一　ヨーイヤナーイ）
（高い山から　谷底見れば　（サイ　ナ
　　　　　　　　　な　す　　　きうり　一ンジャサイ）　茄子や胡瓜の　サッ
　サ　花ざかり　（ハ　ヨーイヤナー
　ヨーイヤナーイ）
　　　　　　　　　　　　わらじ（どうせこうなりゃ　二足の草鞍　　（サ
　　　　　　　　　　　　　　は　イ　ナンジャサイ）　ついて穿いたる
　　ササ　穿かせたる　（ハ　ヨーイヤ
　ナー　ヨーイヤナーイ）
　　　　　　　　　　じまんfきりょうよいとて　自慢にゃならぬ
　（サイ　ナーンジャサイ）　きりょう
　よてくるのは　ササ　女郎ばかり　（
　ハ　ヨーイヤナー・一・　ヨーイヤナーイ）
fどうせやるなら　でかいことなされ
　（サイ　ナンジャサイ）　奈良の大仏
　　　　　　　の　　ササ　ひと呑みに　（ハ　ヨーイヤ
　ナー　ヨーイヤナーイ）
（あだやおろかで　添われるならば　（
　サイ　ナーンダサイ）　神や仏に　サ
　サしがかけて（ハヨーイヤナー
　　ヨーイヤナーイ）
f誰が植えたか　女学校の庭に　（サイ
　　ナンジャサイト）　女泣かせの　サ
　　　ながなすび　サ　長茄子　（ハ　ヨーイヤナー　ヨ
　ーイヤナーイ）
　だで’抱いて寝もせず　いとまもくれず　（
　サイ　ナーンジャサイ）　っがねぶね
　かよ　ササ　わしが身よ　（ハ　ヨー
　イヤナー　ヨーイヤナーイ）
f花は蝶々か　蝶々が花か
　一ンジャサイ）
　　　　まよ　ササ　迷わせるエ　（ハ
　ー　ヨーイヤナーイ）
（サイ　ナ
えてばちらちらエ
ヨーイヤナ
　　　にわこり（鳴くな鶏　まだ夜が明けぬ　（サイ
　ナンジャサイト）　明けりゃお寺の
　サイショ　鐘が鳴る　（ハ　ヨーイヤ
　ナー　ヨーイヤナーイ）
fあなた百まで　わしゃ九十九まで　（
　　　　　　　　　　　　　　　　しら　サイ　ナーンジャサーイ）　ともに白
　げ　　　　　　　　　　　　は　毛のエ　ササ　生えるまで・　（ハ
　ヨーイヤナー　ヨーイヤナーイ）
　以上は「南部音頭会」参会者12名全員によって，それぞれ2節つつ演唱された。
に若干の差違が見えるのは，同一の歌詞でも演唱者が違うからである。
歌詞とハヤシ
　ところで，この盆踊り唄「あめや」に間接的に契合する「あめや踊」の文献資料が見つかった。
それは錦正社昭和47年10月28日刊「新潟県民俗芸能誌」に収載されている，長岡市大積町の「あ
めや踊」である。この文献の著者桑山太市氏（故人，柏崎市駅前1丁目4－13）は，民俗研究家
で日本歌謡学会に属され，私の尊敬する方であった。それによると「飴売り」「飴細工」や，「あ
めや踊」については，踊り手，太鼓，はやし，笛，唄い手などを挙げ，歌詞などもかなり詳細に
書かれている。それらの歌詞がどのようにうたわれたかは，採譜されていないのでわからないの
が残念であるが，やむを得ないことである。以下必要な部分を原文のまま摘抄して，参考に供す
ることにする。
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………X頭の飴売りは，思い思いの服装をしてやって来た。大概男であるが，夫婦もの
らしいカップルもやって来た。太鼓（この太鼓は，俗称，飴屋太鼓といい，左の手に太
鼓，右に俘を持つ）を叩いて来る者，鉢を叩いて来る者，チャルメラを吹いて来る者な
どあった。飴を買うと，踊ったり，うたったりした。妙な仕草をするので，桃割髭の田
舎娘は，殊によろこんだ。子供は旗を欲しがった。………
（飴屋チンカラカンで　金太郎が飛び出た　と，うたった　金太郎飴売りが，軒の雪が
消え，街路に白いほこりの立つ頃やって来た。チンカラカンというこのわらべ唄は，何
を指してのことであろうか。タガネのようなもので，飴を切る音であろうか，それとも
鉦の音であろうか，子供心に不思議であったことは，飴の切口から，金太郎さんの顔が
出ることであった。この飴売り爺さん，どこから来るかわからないが，毎年同じ頃やっ
て来た。随分いきな姿で，手拭を「あきうどかむり」にしていた。飴箱は，肩から腰に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めん下げ，竹筒の楽器をぐるぐる廻していた。小さい飴一本買うと，薄い，面コのようなや
や大きなものを一枚呉れるのである。この飴にも金太郎がいた。
………墲ｽしの子供の頃には「飴細工」という，大道商人がいた。これは，子供相手の
商売で，縁日や神社のお祭りに出て来て，大衆の前で，小さな鋏一つで，飴細工をする
特殊の技術人である。芸能人といわれるかどうか，この点はわからないが，白飴（晒し
飴）で，鳥，けもの，草花，人物などの形をたちどころに作るのである。麻がら（麻の
皮をはいだ茎）の先に飴をつけ，これを口につけてふくらます。ものに依っては，しょ
くべに（食紅）をチョロチョ巨塗って，採色する。だから，見た目は美しいが，少し時
間がたつと，ヂキぐしゃりとっぶれる，これは，綿飴（電気飴）同様である。ところで，
わたしは，近頃P飴細工手本』という小さな本，紙数二十三丁のものを入掌した。発行
所は「常陸筑波郡鹿島村字上目五番地　大里」，発行年号は「慶応元年三月」である。
この本の中には
　つる。かぶ。ごぼう。かわせみ。みみつく，まくわうり。だいこん。ねづみ。ちゃ
　ぼどりつがひ。うぐいす。にわとり。かめいぬ。こうもり。あやめ。すずめ。にん
　じん。ももたろう。きつね。さんがいまっ。いたち。もも。えび。そてつ。みかん。
　ゆず。きんちゃく。とうなす。とうがらし。とんぼ。かえる。ほうづき，はと。あ
　さがを。波にうさぎ。文福茶釜………
五十九種目の飴細工を挙げている。………
………ｷ岡市第一回民俗芸能大会　「あめや踊」　大積芸能保存会出演　大道商人とい
うものか，それとも大道芸人というものか，飴屋は各地にあった。今，その風俗をしの
ぶことの出来るものは，新潟県では，長岡市大積一つだけであろう。街頭には出なく，
舞台の上の飴屋唄であり，飴屋踊りである。観光宣伝の飴屋である。あめは売らない。
飴屋の形骸を見せるだけである。この飴屋踊りは③飴屋一人で唄をうたい，かつ踊るも
の。⑤飴屋はうたい，踊りは他の人にやらせるもの。⑥飴屋は踊り，他の人が難子かつ
唄う。この三つの型がある。　舞台で踊った人の服装　男組　頭に半切桶（底の浅い盟
状の桶）　半切桶には，真中に小さな箱があり，二段になっている。この中に飴も入れ
てあり，売上のお金も入れてある。また，半切桶のまわりには，ひらひら紙の旗や風車
が風に吹かれている。白衣の上は袖なし，モンペイ，紺足袋に草履。半切桶を頭に乗せ
るにはワッカ（輪）を用いる。これは京都の大原女と同じ。　女組　着物は紺かすり，
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赤い脚絆に赤い手甲，素足に草履。
　飴屋唄は下記の「八百屋お七」のほかに，色々あった。新保広大寺節もあった。唄い
出しの文句が，盆踊りの音頭取りの，唄い出しの文句とやや似ていた。太鼓をドン，ド
ンと叩いて
　ξノーツ唄いましょう　はばかりながら　声の悪いは親のため　文句の悪いは師匠の
　　ないため　節の悪いはわたしのため
などと，前置きを言いながら，妙な踊りをする。また，
　fおいとこそうだよ　紺の暖簾に　伊勢屋と書いてある　お梅女郎衆は十代伝わる
　　　粉屋の娘だんよ　あの子　よい子だ　あの子と添うなら　三年三月も　裸で
　　茨も背負いましよう　水も汲みましょ　手鍋もさげましょ　なるたけ朝は早起き
　　　のぼる東海道は五十三次　粉箱やっこらさとかついで　歩かにゃなるまい　お
　　いとこそうだよ　そこぬけだんよ
歌詞（入百屋お七）
　fハアー　エー　コリヤ　さてもや　一座の皆さまへ　わたしが　これから　よみ
　　　　　　　　　　　　　まする
　fハアー　エー　コリヤ　文句は　何やと　たずぬれば　八百やの　お七に　御座
　　　　　　　　　　　　　そうろ
ζハアー　エー　コリャ
fハアー　エー　コリャ
ξ’ハアー　エー　コリャ
ξノハアー　エー　コリャ
fハアー　エー　コリャ
（ハアー　エー　コリャ
fハアー　エー　コリャ
fハアー　エー　コリャ
ξノハアー　エー　コリャ
で’ハアー　エー　コリャ
ξノハアー　エー　コリャ
ξノハアー　エー　コリャ
ξノハアー　エー　コリャ
十三　十四に　なったなら　いろの道にも　知恵がつく
またもや　わが家を　焼いたなら　恋しい　吉さんに
あわりょうか
たもとの　すそに火をくるみ　登るはしごは　高梯子
一段のぼりちア　ホウと泣き　二段　三段　血の涙
二階のからかみ　さっとあけ　一把のわらに　火をつける
鳴り出す　まもなく　ぼうぼうと　八百八町は　黒けむり
はん打つ　鐘つく　貝も吹く　釜屋の武平が　注告す
一昨　昨夜の　大火事は　八百屋のお七に　ご座そうろ
あわれ　お七は　牢内に　そこで　役人　申すには
十三才か　また　十四才　もみじのようなる　手をついて
卵のようなる　顔あげて　うそや　いつわり　申しません
馬とし　うまれの十五才　いえば　あわれや　馬に乗せ
言えば　あわれや　八百八町　ひき廻す
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⑥　お　わ　ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね　い　　　やつお　これは富山県の代表民謡とされている「越中おわら」である。この民謡は婦負郡八尾町を本場
とし，長い歳月の間に洗練されて，高度な演唱技術を要する芸術的な民謡にまでせり上げられた。
現在では八尾町でもいくつかの流派があり，細微な表現においては，時代的に個人的にかなりの
違いが見られる。それらの事情はレコ　一一ドによって遺されたうたい振りの違いによって知ること
が出来る。それ以前の変遷については明らかにすることが出来ない。
　　　　　　　ミお　現在，一般に通っている旋律曲態は，不生出の天才と言われた故江尻豊治のうたい振りによる
もので，いわゆる「江尻調」であって，並みの唄い手には近寄り難い民謡になった。このように
精練されると，民謡は地面の上からステージの上へ，その演唱の場所を移さざるを得なくなる。
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　　　　　　　　　　　　　　こもじかむ　　　　じあま「越中おわら」の美しさは，「五文字冠り」や「字余り」の歌詞によるうたい振りとされている
が，それらは集団群舞の盆踊りに適合し難く，よほどの工夫が凝らされなければ，不向きになる
ことは自明である。従って盆踊り唄としての「おわら」の歌詞は，7775の標準型であり，そ
れらは叙事詩ではなく，単独の叙情詩が意味なく配列され，うたわれているに過ぎない。そして
　　　　　　　　　　　　よまた，すべての音頭取りの能くするところではなく，ここでは限られた5人がうたった。県下で
はいつとはなく，この「おわら」が盆踊りに組み込まれて，それは終末の部分に置かれている。
「おわら」は盆踊り唄としては新曲であり，曲想によって緩やかな踊りにならざるを得ない。先
年国体のマスゲームに用いられ，それなりの効果を挙げた。①～⑦の配置によってもわかるよう
に，組曲としての盆踊り唄は，その構成様式が古典から新曲に及んでいるのは，やはり歴史的必
然1生，つまり自然の様態であると考えられる。
（オワラにしょうまいかいネ　オワラ
にしょうまいかいネ　コラショット
うたわれよ一　わしゃはやす）
fそろたそろたよ　踊り子がそろた　（
　キタサノサー　ドッコイサノサッサ）
　稲の出穂より　オワラ　なおそろた
「お わ ら　」
柴田清範　演唱
黒坂富治採譜
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よ り オ ワ　フー　　な お
そ ろ （その　え　きこ一とていままで
まっとったよ　キタサノ　サ ドソ　イサノ　サッサ）
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　（その声聞こうとて　今まで待っとっ
　たよ　キタサノサードッゴイサノサッ
　サ）
（あいや可愛いや　いつ来て見ても
　たすき投げやる　オワラ　ひまもない
（あだやおろかで　添われるなβば
　神に御苦労は　オワラ　かけやせぬ
　　　　　　　　　あ（さいた盃　中見て上がれ
　　　　　　　　　　ごよう　中は鶴亀　オワラ　五葉の松
fあだやおろかで　添われるならば
　神に御苦労は　オワラ　かけやせぬ
g！うたの町だよ　八尾の町は
　うたで糸とる　オワラ　桑も摘む
　　　　　いばらξ／山へ登れば茨がとめる　（キタサノサ
　ードッコイサーノサッサ）　茨はなし
　ゃれオワラ　日が暮れる
　（越中で立山　加賀では白山　駿河の
　富士山三国一だよ）
　　　　　いばらf山へ登れば茨がとめる　茨はなしゃれ
　　オワラ　日が暮れる
fどうせこうなりゃ　火事場のまとい
　振られながらも　オワラ　あつくなる
　（越中で立山　加賀では白山　駿河の
　富士山三国一だよ）
　　　　　　　　　あξノさいた盃　中見て上がれ
　中にゃ鶴亀　オワラ　五葉の松
以上は柴田清範吉田敏雄，北村政雄，久保清正，木山良充の五氏により演唱された。
⑧木造り
　重量の大きな木材や石材を運搬する際，労働の効率を高めるため，音頭取りの唄に合わせて，
大勢の人夫たちが作業しながら難すのが「木遣り」である。この民謡が時と場所により，漁船の
帆柱起こしや，曳山車の引き廻しにもうたわれることもある。いずれの場合も慶祝の意が多く込
められている。この「木遣り」風の演唱は，盆踊りの終了を表わす千秋楽で，主催関係者が踊り
の輪の中に集まり，莚の上に坐って，音頭に対して難子を唱和し，終りには拍手をもって盆踊り
の首尾を全うすることになる。
fエーウンーハーハハイ　ごめのい下され　どなたにも　（ヨーイ　ヨーイ）
fウーハーハー　オーイ　当所におかれては　月を選び日を選び　選びに選んで
　　　　　　　　　　　きちじつ　　　　　　　　　　　吉日なるエ　どなたエー様にも　どなたにも　（ヨーイ　ヨイ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みやこ　　　　　　　　　　　はんじようfウハーハー　先ず　今晩の手踊りは　当村の手踊りは　都にまさった　繁昌な手踊りで
　　　　　　　ござりました一　これはまた　皆さん方の御協力によりまして　満足にいき
　　　　　　　ましたのが　どなたに一も　（ヨーイ　ヨーイ）
g！ウーハハーハハ　オーイ　勧進元のよろこびのほどは　かず限りもござりませぬイ
　　　　　　　　　　　　　まことにもってサー　おめでたや一イ　（ヨーイ　ヨイ）
ζウーハ　ハー　オーイ　西のしま（隅）を　よう眺めても　東のしま（隅）を眺めても
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けんかこうろん　　　　　　　　　　　　どの隅々を眺めても　喧嘩口論さらになく
　　　　　　　　　　　　　　　おざ　　　　　　　　　　　満々足に治まりてエー　まことにもってサ　おめでたヤーイ
　　　　　　　　　　　　（ヨーイ　ヨーイ）
fハー　ヨイト言うたら　おわかれでゃ一い　（ヨーイトコセー）（拍手）
この「木遣り」は，　「南部音頭会」の先達である水原庄太郎氏によって演唱された。
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躍∩水原庄太郎
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西洋音楽における「組曲」
　西洋音楽において，踊りの曲をいくつか組み合わせたものは「組曲（英・仏一Suite，独一Suite，
伊一Partita）」であり，これには「古典組曲」と「近代組曲」がある。
　古典組曲は16世紀から見えはじめ，17世紀を経て18世紀のヨハン・セバスティアン・バッハに
至り・古典組曲の一応の頂点に達したと見ることが出来よう。古典組曲が形成される基礎は，中
世紀の社交舞踊或いは民俗舞踏であり，はじめは割合自由な組合わせであったが，だんだん厳格
になり・バッハに至って完成的な形式に定着した。彼の代表的作品「フランス組曲」について見
ると「アルマンド」，　「クーラント」，「サラバンド」，「メヌエット」，「ジグ」の各要素舞i曲を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き基幹として・曲により「ガボット」，　「ポロネーズ」， 「プレー」などを挿し加えている。
　　1．アルマンド（Allemande）はドイッの舞曲で，速度が早いが四拍子の堂々とした曲
　　　　　　　　　　　　　　　　　調であり
　　2．　クーラント（Courante）はフランス，イタリーのスピーディで，跳躍的な三拍子
　　　　　　　　　　　　　　　　　の舞曲
　　3・サラバンド（Sarabande）は重々しく緩やかで，東洋的でもある三拍子のスペイン
　　　　　　　　　　　　　　　　　風の舞曲
　　4．メヌエット（Menuetto）は三拍子，フランスの農民の舞曲だったが，後に宮廷の
　　　　　　　　　　　　　　　　　舞曲になった。
　　5．　ジグ（Gigue）はイギリスの農民の舞曲で，テンポの頗る速い快速調である。
いずれも，その起源的な舞踊舞踏については，現在明らかに出来ぬし，組曲の要素曲になった各
々の曲は，ステージ上で演奏される芸術音楽に昇華し切ったので，研究対象とするには魅力に乏
しい憾みがある。かつ組曲はリウト，チェンバ巨，室内楽，管弦楽のための純粋器楽であるが，
その起源的舞踊舞踏が，詩や歌の演唱とともに，綜合一体的な芸能表現を果していたかどうか
を，探求出来ないことが甚だ遺憾である。しかし，この組曲は概括してアルマンド，クーラント
　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　e　　　の急速調，サラバンドの緩徐調，メヌエット，ガボットの舞曲調，ジグの快速調に分括され，こ
の楽式が多楽章の奏鳴曲（ソナタ＝＝Sonate）延いては交響曲（シンフォニイーSymphony）の
構成にまで発展したこと，そしてその曲態が人間の自然的感情欲求に適応していることは注目に
値する。
　近代組曲はビゼーの「アルルの女」，チャイコフスキーの「胡桃割人形」「白鳥の湖」のよう
に，管弦楽の組曲として，またバレエ音楽やオペラ乃至劇表出に附随して，ステージ音楽として
構想され発展してきた。舞踊表現と密接な関連をもつが，詩歌と声楽表現を伴なわぬことが，綜
合芸能芸術として，重要な要素が致命的に欠落している。
む す び
　西洋も日本も音楽のはじまりは声楽である。古代ギリシアでは管楽器のアウPス，弦楽器のリ
ラ，キタラがあったが，それは声楽の伴奏を果す程度であった。教会では勿論，中世に至っても
声楽が中心であった。バロックから近世に至り，楽器の発明と理論の発達により，加速度的に器
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楽の歴史が展開した。「組曲uもこの趨勢の所産である。器楽の分化発達は，音楽の綜合性を破
壊し，姉妹的要素の声楽や舞踊を疎外する傾向を助長する。形式上極限にまで拡大されたと見ら
れる現代の音楽は，再び素朴な形式と精神を取り戻し，次の世紀は単一な声楽中心の時代に還る
に違いないと思われる。わが国の音楽は声楽の単一旋律線を固守してこんにちに至っている。す
でに観察した盆踊り唄も，詩・曲・踊が素朴な綜合一体的表現を保っていることは好いことであ
る。時代に応じてその組歌も，ゆるやかな変化を示してきた。将来は西洋の「古典組曲」の様式
をも採り入れて，わが国の風土や人情にふさわしい組歌が，漸次構成されるよう期待されるとこ
ろである。
